
杉並第二小学校の改築について
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１．改築に至る経緯

・区立小中学校のうち、築５０年以上の建物を有する学校は約半数

・昭和５０年代をピークに減少傾向にあった児童数は、近年増加傾向にあるが、

中長期的な視点で見ると人口減少が予測されており、今後の学校改築に当たって

は、将来の児童数の減少を見据えた柔軟性のある施設づくりが求められている

・小学校では、学びの場にとどまらず、子どもの安全・安心な放課後等の居場所

として学校施設を有効に活用することが求められている

・今後、更新時期を迎える学校施設の老朽化に的確に対応するためには、

施設の長寿命化による有効活用と年度毎の平準化を図った計画的な改築が必要
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明治１７年 杉並第二小学校 開校

昭和３５年 杉並第二小学校北校舎建設

（昭和３７年、同４０年、同４４年増築）

昭和４１年 体育館建設

昭和５３年 プール・教室棟建設

平成30年度 杉並区実行計画により改築事業の計画化

平成31年度 杉並第二小学校改築検討懇談会開催・基本設計策定
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３．杉並第二小学校等の概要
＜杉並第二小学校＞

●児童数・学級数（平成３１年４月７日現在）＜速報値＞

●施設規模等
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敷地面積 校舎面積 運動場面積 体育館面積 プール

10,781㎡ 5,926㎡ 4,094㎡ 614㎡ 25ｍ×10.6ｍ

学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計

児童数 １１９ １０５ ８６ ９４ ９７ ７９ ５８０

学級数 ４ ３ ３ ３ ３ ３ １９



<杉二学童クラブ>
●入会児童数（平成31年４月１日現在の入会者数）・定員、施設規模等

※学童クラブはプール・教室棟内

・平成21年４月 杉二学童クラブ設置

・平成30年４月 杉二学童クラブ拡張

＜成田西災害備蓄倉庫＞
●施設規模等

●備蓄品

・杉二小、西田小、松渓中、東田中の学校防災倉庫に収納できない備蓄品を保管

・都市型災害用備蓄品（水害用）等を保管
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敷地面積 建物面積 建設 構造

306.66㎡ ９０㎡ 昭和５３年 ＲＣ造

入会児童数 定員（最大数） 待機児童 学童クラブ専用面積

１５７名 １５０名（１６５名） ０名 ２８８．５２㎡



４．改築検討における主な視点

・将来の児童数の変化に柔軟かつ効果的に対応できる施設づくり

・現在の敷地にある高低差とバリアフリー対応への工夫

・さらなる防災機能の充実や地域に開かれた学校づくり

・コスト面等を含む総合的な視点に立った施設づくり

・杉並区施設白書に示された、築８０年までを目指した長寿命化の考え方に基づく

施設の有効活用による改築と全面改築の可能性・有効性の検討

・改築検討懇談会の幅広い意見を聴き、保護者や学校関係者、地域住民等との

合意形成を図りながら検討
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５. 懇談会の開催予定

回数 開催月 検討内容（案） 備考

第１回 ４月２６日 ・学校概要説明 ・改築計画概要説明

第２回 ５月
・施設見学 設計事務所

指名競争入札

第３回 ６月
・改築基本方針（目標・コンセプト等）の検討
・計画地の概要について

設計事務所決定後、
懇談会出席

第４回 ７月
・改築基本方針（目標・コンセプト等）の検討
・校舎配置の検討

第５回 ９月 ・校舎配置、平面計画案について

第６回 １１月
・平面計画案について 検討状況について、

保護者・地域説明会

第７回 １月
・懇談会まとめ骨子について
・工事工程案について

第８回 ２月
・懇談会まとめ案について
（議論の進行状況によって開催月・回数は前後します）

基本設計完成（３月）
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６．改築想定スケジュール

※敷地条件・校舎配置プラン・工事範囲等により、工事期間等は前後します。

※埋蔵文化財調査の実施時期・期間等は、確認調査（試掘）の結果によります。
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３１年度 ３２年度 ３３年度 ３４年度 ３５年度 ３６年度

基本設計

測量・地盤調査

埋蔵文化財調査

実施設計

仮設校舎等建設
（必要な場合）

環境整備工事
（校庭等）

新校舎等建設工事


